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l Introduction  

空間競争配置問題（LocationPl・OblemofSpatialCompetition）は最初にHotelling［1］によって  

研究され、そこでは、同一製品を生産する二つの企業がある直線上の市場に分布している顧客に  

商品を提供し、互いに配置位置および商品価格を選び、自分の利益を最大にするために競争する  
モデルが取り扱われました。本報告では、差別化価格（discriminatoryprice：afirmcancharge  

eachcustOmeradiffbrentprice）を導入し、一つ一般顧客分布関数による空間競争配置モデルを  
考え、そのモデルを2段非協力2人ゲームとして取り扱い、ゲームの配置平衡点及び価格平衡点  

の存在性について考察する。   

2 The model  

モデル：  

（1）売手であるplayerA，Bは長さ1の線分の上にそれぞれx，y（0≦x≦1，X＜y≦1）の所に  

店を配置する。ここでは、ヱ，封はパラメーターである。同じ商品を顧客に提供する。商品の生産  
コストを0とおく、顧客はこの線分上で確率分布関数Fに従って分布していて、Fの密度関数f  

は連続である。各顧客は一回毎に商品を一つだけ買う。顧客は常に総価格が一番低いpl町eI・の商  

品を買う。総価格は商品の値段プラス移動費用である。移動費用は線形で単位距離あたり1とす  

る。（i．ec（d）＝d、dは顧客の場所からplayerの場所までの距離である。）移動費用は顧客側が  

負担する。総価格が等しくなる場合には、確率妄で両pl町eI・の所へ商品を買う。  

（2）両playerA，Bは最初に同時に配置（x，y）を選び、次に商品の価格（pA，PB）を選択し、自  

分の利得を最大にしようとする。ここでは、pA∈［0，1］；pβ∈［0，1］を仮定する。   
われわれは、この配置ゲームを2段非協力ゲーム（two－StagenOn－COOperativegame）とし  

て考える。最初段階には両playerが同時に（x，y）の所に配置する。第二段階には商品の価格  

（pA，PB）を選択する。各playerの利得は第二段階の後でえられる。Z場所の顧客に対して、両  

playerの差別化価格pA（z），PB（z）とおく。又、両playerA，Bが顧客を獲得する領域をそれぞれ  

CんCβとおくと、CA＝（z∈［0，1］：pA（z）＋lz－ごl≦pβ（z）＋】z－封tαmdlz－ごl≦lz一別），  

CB＝（z∈［0，1］：PB（z）＋lz－yI≦pA（z）＋lz－Xlandlz－yl≦lz一可）・playerA，Bの利得は  
次の様になる：  

pβ（z）J（z）dz  pA（z）J（z）dz   汀β（pんp月，ご，y）＝   打A（pA，pβ，∬，封）＝  

3 Theequilibriumanalysis   

先ずz場所の顧客に対して、両playerの平衡価格（pL（z），P右（z））を求める。playerAにとって  

z場所の顧客を獲得する為に次の条件を満たさなければならない：pA（z）＋tz－ごI≦pβ（z）＋一之一封l  

即ち、視（z）≦pβ（z）＋lz一研一レ一項一方、pl耶肥rBはz場所の顧客を獲得する為に価格を下  

げていく‥pβ（z） →0， pA（z）≦lz－yl－lz一軒だから、pユ（z）＝mαご（Iz一封l－lz－ズー，0）、  

同様に、滝（ヱ）＝   

Propositionl  

mα∬（lz－∬l－lz－れ0）  

差別化価格戦略（pユ，P忘）はNash平衡点ある。i・e  

打A（pユ，p右，∬，封）≧打A（pA，p忘，ご，封）  Jor∀pA∈［0，1］  

打β（pユ，pも，∬，封）≧打月（ぬ，p月，ご，封）  Joγ・∀p月∈【0，1］  
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次に、平衡差別化価格戦略（再出滝）のもとで、平衡配置（訂，封）を求める。  

C4 ＝（z∈【0，1］：ぬ（z）＋】z－ごl≦滝（z）＋lz一別α叫z一ごl≦lz－封l）  

C月 ＝（z∈［0，1］：苑（z）＋一之－封l≦ぬ（z）＋lz－ごIα叫z－yl≦lz一紺  

とおくと、playerA，Bの利得は次の様になる‥  

攣  

打A（舶，£，封）＝上A p完（z）′（z）dz＝上∬恒）′（z）dz＋上  （ご＋〃－2z）J（z）dz  

＝（封一抑）＋（ご＋州F（等トF（帖2上攣榊  

礪，p抽）＝上β舶∫（z）dz＝丘（2z－…け（z）dz＋上1（刷（z）dz  
＝2長 州z一帖）［F（y）－ダ（等）］＋恒）［印卜瑚  

配置（ご，封）は平衡点であれば、次の条件を満たさなければならない：  

⇒  

＝。  
≡嘩 

〈：：；；＿坤）童 
（3・1）  

⇒（ 

（3・2）  

竺 

才（）－2拍）≦0  
竺 

J（ト2拍）≦0  

以上の議論により、次のPropositionが得られる：  

Proposition2： 配置（x，y）が平衡点である必要条件は式（3・1），（3・2）を満たすことである。  

Example：顧客は次のような密度関数fをもつ確率分布関数Fに従って分布している。i・e・  

Z∈【0，1］  J（z）＝12（z   

配置（圭一  は平衡点である。そして平衡差別化価格は次の様になる：  
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砺  両playerの利得：  
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